
             

  

あ春は近くに 

  寒さの中にも幾分柔らかくなった日差しに春の気配を感じます。今の学年で過

ごすのも、あと１か月あまりになりました。子どもたちは、学年のまとめに向かい着

実に学びを進めています。この１年間でできるようになったこと、自分やクラスの成

長を振り返り、自信と希望をもって次の学年へ向かうことができるように、教職員

一同尽力してまいります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 Let’s Challenge! 野球に挑戦しよう！ 

大谷選手の「野球しようぜ！」に応えて、休み時間に大谷グローブを使っ

て野球に挑戦するみやすっ子たち。グローブの数が足りないので、交代で使

ったり少し大きくて硬い学校のグローブを使ったりしていました。その様子

を知った PTA から、使いやすい何種類かのサイズのグローブを買っていた

だきました。さっそく、新しいグローブをはめて運動場でキャッチボールを

楽しんでいます。PTA の皆様、元気いっぱいのみやすっ子を応援してくだ

さりありがとうございます。 

七輪体験 １月２３日 

昔から使われている「七輪」。地域の方々が来

てくださり、３年生が七輪体験に挑戦しました。

長い竹筒で息を吹き込んだり、うちわであおいだ

りしながら、力を合わせて炭火をおこしました。

苦労しておこした火で焼いたお餅とさつまいも

はとても美味しかったようです。体験を通して、

今の生活の便利さにも気付くことができました。 

避難訓練（休み時間に火事！）１月２５日 

思い思いの場所で遊んでいると火事を知らせる放送が…。集中して出火場所を聞き取り、「お・は・し・も」の

約束を守って安全な場所を通って運動場に避難しました。全員集合まで、３分１４秒。すばやい避難ができまし

た。どんな時も自分で考えて行動し、「自分の命は、自分で守る」という意識が大切です。能登半島地震では、大

きな被害とともに人々が避難する

様子も報道されました。南海トラ

フ地震への備えも呼びかけられて

います。ご家庭でも、地域でも、学

校でも、火事・地震などの非常時

に、考えて行動し身を守る力を子

どもたちに育てていきましょう。 

学校だより 学び ふれあい みやすっ子 
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新１年生登校練習・体験入学 ２月１日 

４月から入学する新１年生が、登校班のお兄さん・お

姉さんと一緒に歩いて登校練習をしました。体験入学で

は、図書館で絵本の読み聞かせを楽しんだり、校内を見

学して回ったりしました。先輩の１年生から学校ではど

んなことをするのか教えてもらい、その後はすごろくや

じゃんけん列車をしてなかよく交流。先輩の１年生が優

しくお世話する姿は、１年間の成長が感じられ、頼もしかったです。春から一緒に過ごす日が待ち遠しいです。 

和太鼓特別授業 ２月５日・６日 

日本の伝統文化である、和太鼓。４名の和

太鼓の先生方をお招きして、特別授業があり

ました。毎年経験しているので、太鼓の名前

を憶えている子どももいました。練習するう

ちに音がそろい、それぞれの太鼓の音やリズ

ムが重なりあって、徐々に迫力ある演奏へと

上達していきました。体に響く和太鼓は、演奏していると元気が湧いてくるようで、最後に「やあ！」という掛

け声をあげる子どもたちの表情は、自信に満ちていました。興味がある人は、放課後こども教室の「和太鼓」に

参加し、一緒に楽しみましょう。お問い合わせは、学校までどうぞ。 

ハモニカ訪問 ２月６日 

総合的な学習の時間で「福祉」について考えてきた４年生が、

「ハモニカ」さんを訪問しました。ホールに集まったたくさんの

高齢者の方々に、楽しんでいただこうと練習を重ねてきたけん玉

と歌を披露しました。子どもたちが選んだ曲名は「上を向いて歩

こう」と「川の流れのように」。その姿に涙を流して喜んでくださ

る方もいらっしゃり、子ども

たちも感激していました。そして後半は施設見学。たくさんの職員の方々

が関わられている姿、さまざまな設備や配慮を知った４年生。「みんなのし

あわせ」というテ―マへの学びがさらに深まりました。「ハモニカ」の皆さ

ま、貴重な学びと交流の場を与えてくださり、ありがとうございました。 

第２回地域協働学校運営協議会 １月２２日 

 地域協働学校運営委員による今年度２回目の運営協議会を開催

しました。主な内容は、児童の学習の様子や教育に関する総合調査

の結果への意見交換、来年度の教育方針についての承認です。また、

２月１３日には上道中学校区地域協働学校運営協議連絡会が開催

されました。上道中学校区で目指す子どもの姿は次の３つです。「自他の命を大切にする子」「チャレンジする子」

「地域を愛する子」。各学校園での取組の情報交換を通して、家庭・地域・学校園、みんなの力で子どもたちを育

てていく「地域協働学校」の連携を図ることができました。 

後日、配付予定の「はばたけ上道っ子」の広報誌をぜひご覧ください。 


